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希学園 第397回 公開テスト 小６ 算数 2025年６月８日実施 模範解答 制限時間50分

５１ 397 ９ 22 ─14

２ (円) (人) (個)254 450 22 15

３ (度) (㎠) (㎤) (㎠)34.5 64 828.96 678.24ア イ

４ 個 個 個22 20 33

５ ㎝ ㎠７：13 ８ 468

６ 通り 通り 通り９ 10 36

１７ ㎤ ㎤ ㎠─ 206 60３

(配点)

；各５点×４

その他；各４点×20



希学園 第397回 公開テスト 小６ 算数 2025年６月８日実施 解説 (２－１)

１ １ １ １ １１ ＋ ＋ ＋ ＋
２×３ ３×４ ４×５ ５×６ ６×７

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １
＝( － )＋( － )＋( － )＋( － )＋( － )２ ３ ３ ４ ４ ５ ５ ６ ６ ７
１ １ ５

＝ － ＝
２ ７ 14

２ ÷４余り２
÷12余り２ → ２＋12×□

÷６余り２

(250－２)÷12＝20余り８より，

250－８＝242 242＋12＝254

Ａ ： Ｂ ： 差
⑨ ⑮

はじめ ３ ： ５ ： ２
② ⑧ ＬＣＭ⑥

あと １ ： ４ ： ３

⑨－②＝⑦＝350(円) → ①＝50円

よって，⑨＝50×９＝450(円)

３，……，３ 30本余り

５，……，５ 14本不足

差 ２，……，２ 44本

よって，44÷２＝22(人)

下２けたが４の倍数になればよい。

□０４ → ３個，□１２ → ２個，□２０ → ３個

□２４ → ２個，□３２ → ２個，□４０ → ３個

よって，３×３＋２×３＝15(個)

３ 中心と円周上の点を結び，わかる角度をかきこむと

右の図のようになる。

○＝(180－135)÷２＝22.5(度)

×＝(180－90)÷２＝45(度)

よって，角ＢＡＣ＝180－(22.5＋45＋78)＝34.5(度)

Ａ

Ｂ Ｃ

○

○

× ×

135°

ＡＣとＢＤの交点をＥとし，点Ｅから，

辺ＡＤと辺ＢＣにそれぞれ垂直な線を引き，

交点をＦ，Ｇとする。

ＡＤ＝②㎝，ＢＣ＝ ㎝とすると，

ＥＦ＝①㎝，ＥＧ＝ ㎝となる。

①＋ ＝８(㎝)より，②＋ ＝16(㎝)

よって，台形の面積は，(②＋ )×８÷２＝16×８÷２＝64(㎠)

できる立体は，右の図のように，円柱から円すいを

くり抜いたものになる。
１よって体積は，６×６×π×10－６×６×π×８×
３

＝264×π＝828.96(㎤)…ア

表面積は，６×６×π＋12×π×10＋10×６×π

＝216×π＝678.24(㎠)…イ

４ 5280－120×18＝3120(円) 60－18＝42(個)

60円
42個 → 3120円 のつるかめ算。

90円

よって，(90×42－3120)÷(90－60)＝22(個)

Ａ(個) ０ ２ …… １回の交換で，Ａは２個，Ｂは３個増え，

Ｂ(個) ０ ３ …… Ｃは５個減るので，合計金額は，

Ｃ(個) 60 55 …… 120×５－(60×２＋90×３)＝210(円)減る。

計(円) 7200 6990 …… 5520 (7200－5520)÷210＝８(回)

よって，Ｃの個数は，60－５×８＝20(個)

買ったお菓子の個数を，Ａ個，Ｂ個，Ｃ個とすると，Ａ＞Ｂ＞Ｃとなる。

60×Ａ＋90×Ｂ＋120×Ｃ＝4800… Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝60…

÷30 → ２×Ａ＋３×Ｂ＋４×Ｃ＝160…

－ ×２ → Ｂ＋２×Ｃ＝40

40 ０ → Ａは20個

38 １ → Ａは21個

14 13 → Ａは33個

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

45°

②㎝

㎝

Ｅ

Ｆ

Ｇ

……

10㎝

Ｌ

２㎝

６㎝

10㎝



希学園 第397回 公開テスト 小６ 算数 2025年６月８日実施 解説 (２－２)

５ 三角形ＡＥＦと三角形ＡＥＤの底辺をＡＥとすると，高さはそれぞれＢＦと

ＡＤになる。

よって，三角形ＡＥＦ：三角形ＡＥＤ＝ＢＦ：ＡＤ＝14：26＝７：13

三角形ＡＥＦの面積を⑦㎠，三角形ＡＥＤの面積を⑬㎠とする。三角形ＡＧＤ

と三角形ＥＦＧに，同じ三角形ＡＥＧをつけ足しても面積の差は変わらないの

で，三角形ＡＥＦと三角形ＡＥＤの面積の差は，⑬－⑦＝⑥＝48㎠となる。

①＝８㎠より，⑦＝56㎠，⑬＝104㎠ よって，56×２÷14＝８(㎝)

三角形ＡＦＤ＝三角形ＡＥＤ＋三角形ＥＦＤ－三角形ＡＥＦ

＝104＋186－56＝234(㎠)

よって，長方形の面積は，234×２＝468(㎠)

６ 回転して同じになる場所は，右の図の同じ文字の所。

黒２個の場所を考えればよい。

① 同じ文字に入れるとき

アかイかウになるので３通り。

② 異なる文字に入れるとき

(ア１，イ１)，(ア１，イ２)，(ア１，ウ１)，(ア１，ウ２)，

(イ１，ウ１)，(イ１，ウ２)の６通り。

よって，３＋６＝９(通り)

黒３個の場所を考える。

① 同じ文字を２個ふくむとき

(ア，ア，□)，(イ，イ，□)，(ウ，ウ，□) それぞれ２通り。

② すべて異なる文字のとき(ア１を固定して考える)

(ア１，イ１，ウ１)，(ア１，イ１，ウ２)，(ア１，イ２，ウ１)，

(ア１，イ２，ウ２)の４通り。

よって，２×３＋４＝10(通り)

黒が０個のとき；１通り

黒が１個のとき；３通り

黒が２個のとき； より，９通り

黒が３個のとき； より，10通り

黒が４個(白が２個)のとき；黒が２個のときと同じ９通り

黒が５個(白が１個)のとき；黒が１個のときと同じ３通り

黒が６個(白が０個)のとき；黒が０個のときと同じ１通り

よって，(１＋３＋９)×２＋10＝36(通り)

ア１

ア２

イ１

イ２ウ２

ウ１

７ 切断面は下の図１の太線部分になる。求める立体は１：１：２型の三角すい。

１ １ 展開図は正方形
１×１÷２×２× ＝ (㎤)

３ ３

切断によって，１辺が４㎝と６㎝の立方体からは三角すい台ができる。

下の図２より，小さい三角すいと大きい三角すいの相似比は１：２なので，

体積比は１：８。１辺６㎝の立方体も同様。

１ １ １
＋２×２÷２×４× ×(８－１)＋３×３÷２×６× ×(８－１)＝82(㎤)

３ ３ ３

よって，２×２×２＋４×４×４＋６×６×６－82＝206(㎤)

切断面の形は，二等辺三角形１個と台形が２個になる。１辺２㎝の立方体の

切り口は，下の図３の正方形の中にある三角形ＡＢＣと同じ形。

３
三角形ＡＢＣは正方形の面積の になる。１辺４㎝と６㎝の立方体の切り口

８

は，下の図３の網目部分と同じ形。相似比は１：２なので，面積比は１：４。

３ ３ ３ ３ ３
よって，２×２× ＋８×８× × ＋12×12× × ＝60(㎠)

８ ８ ４ ８ ４

(配点) ；各５点×４，その他；各４点×20
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